
DX は若手だけのテーマではありません。食品業界の管理職こそ、DX の本質を理解し、現場と経営をつなぐ視点が求められて

います。食品業界における DXの概要と可能性を体系的に学びます。今さら聞けない基礎から、実務への応用までを丁寧に解説

する若手から管理職まで受講できる入門講座です。調査レポート作成の実演・プロンプトの提供もあります。 

 

 

 
 
   ●日  程  2026 年 1 月 30 日（金）13：30～16：30  

   ●資  料  PDF データを事前に配布します。 

●受講料  24,200 円 ／税込・資料付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式：オンラインセミナー（Live 配信） 補足： 
Live 配信に加え【見逃し配信】も実施します。当日の受講が難しい場合は見逃し配信を
ご視聴ください（配信開始は開催後 3 営業日以内。配信期間は 1 週間程度） 

ジャンル：食品 講習会コード： t d s 2 0 2 6 0 1 3 0 t 1 

＜習得知識＞ 
⚫ 食品 DX 人材に必要な知識を効率的かつ短時間に習得する。 
⚫ 食品 DX の「技術」と「ビジネス(技術の応用)」の両方をバランス良く理解する。 
⚫ 食品 DX をゼロから学びたい技術者や開発者だけでなく、食品 DX の概要を知っておきたい技術系スタッフや経営者や営業マンにも

役立つ。 
⚫ 社内で DX 推進をするための決裁権者(経営陣等)を説得する知見。 

＜今回の講座について＞ 

食品業界のデジタル化の分野は専門用語も多く，独学で学ぶには難易度が高いです。書物だけの独習では習得が困難です。講師の口頭での解説が

あれば理解しやすさが向上します。食品 DX は多種多様なトピック(技術とビジネスの両方)を包含しており、独りで全てをカバーするのは大変ですし膨大

な時間を要します。本講座では「3 時間」に濃縮した密度が高い内容で、DX を効率的に学ぶことができます。 

 

 

今さら聞けない DX とは何か ― 食品業界の変革を支える技術と事例を知る 

【DX 虎の穴 ディープリサーチを活用した調査レポート作成：食品の危害物質のリサーチなど実演】 

【後半：DX の X(トランスフォーメーション[食品業界ビジネスへの応用])の解説】 

(中谷技術士事務所 技術士(農業部門・食品分野) 中谷明浩 氏) 

4. 食品業界が直面する課題を DX で乗り越える！ 

①食品業界の直面する課題と DX のススメ 

② DX で進化を遂げた「10」の食品事例 

(1) 杜氏 AI が醸造する「日本酒」  (2) 来客予測 AI で売上 4 倍、利益率 10 倍！を成し遂げた「食堂」 

(3) AI 需要予測で市場の変化を素早く掴み、フードロスの削減を実現  (4) AI 選別技術でフードロスを削減 

(5) AI 搭載カメラで「感情分析」・お客様の満足度を数値化した「レストラン」 

(6) HACCP 記録管理は大量紙ベース、からのペーパレスで業務大幅効率化 

(7) 複雑な食品表示や規格書を簡単に作成・ミスなく業務効率化  (8) 惣菜盛り付けロボット 

(9) あらゆるものが自動化された次世代型食品スマートファクトリー 

(10)  AI が実現する美味しさの見える化・官能評価の効率化 

【前半：DX の D(デジタル技術)の解説】（株式会社エンジニアリングサムライ 代表取締役  坂東大輔 氏） 

1．DX の定義 

①DX 提唱者の定義 ②世間一般の定義 ③「デジタル化」の過程 

2．DX と関連キーワード 

①Industrie 4.0 ②Society 5.0 ③デジタルツイン ④2025 年の崖 ⑤VR/MR/AR  

⑥ロボティクス ⑦3D プリンタ ⑧EV ⑨ドローン ⑩VUCA ⑪SDGs ⑫技術的特異(Singularity) 

⑬ムーアの法則 ⑭AI で無くなる仕事 ⑮ものづくり補助金 ⑯デジタル庁 

3. DX の関連技術 

①IoT ②LPWA ③5G④ クラウドコンピューティング ⑤ビッグデータ 

⑥AI（LLM） ⑦RPA ⑧ブロックチェーン ⑨情報セキュリティ ⑩UX  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 

＜注意＞ 

① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 

② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 

 

お支払について 

＜期日＞ 

受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 

※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご一報ください 

＜方法＞ 

①銀行振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  

②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 
 

主 催 

申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 

住 所 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 1-12-15 九段大和ビル 3 階 

電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 

 

【お振込先】 

振込先銀行 三井住友銀行 

支店 多摩センター支店（909） 

口座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 

送信先：entry@tech-d.jp 

メール本文に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【氏名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 

⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

申込講座 2026/1/31 
今さら聞けない DX とは何か ― 食品業界の変革を支える技術と事

例を知る 

受講プラン 

（複数ある場合） 
 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

参加者② 

氏名※  TEL※  

所属※ 

 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

支払方法※ □ 銀行振込（紙請求書） □ 銀行振込（PDF 請求書） □ カード支払い  □ 未定のため後日連絡する 

支払予定日※ □［    ］月［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 
 

※【個人情報の取扱いについて】 ご記入された個人情報については、当社規定の「個人情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
用いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply_privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 

https://d.docs.live.net/be5c578b6c8fc808/デスクトップ/Webアップのチラシ/entry@tech-d.jp
https://tech-d.jp/
https://www.tech-d.jp/privacy/apply_privacy.pdf

